
（別紙様式４－２）                                                            （特別支援学校用） 
（ 松橋東支援 ）学校 平成２９年度学校評価表 

１ 学校教育目標 

生命の尊重・深い愛情を基盤に、幼児児童生徒一人一人の個性や特性を大切にして可能性を最大限に伸ばし、豊かな
感性を育み、主体的・自立的に生きていこうとする幼児児童生徒を育成する。 

 

２ 本年度の重点目標 

（１）安全で安心な教育環境の整備 
（２）子どもたちの夢の扉を開く教育活動の充実 
（３）地域から愛され、頼りにされる学校 
※ 防災型ＣＳの運営を通した災害時の連携体制の構築と子どもたちの防災意識の高揚 

 

３ 自己評価総括表 

評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 

評
価 

成果と課題 
大項目 小項目 

学校 
経営 

経営方針等
の具現化 

本年度の重点目
標や具体的な努
力点等の確実な
実践 

・重点目標と具体的
な努力点を明確に
示して、職員一人
一人の意識を高め
日々の実践に浸透
させる。 

・具体的な努力点を各分
掌部の取組内容と重ね
て明確化することで、全
職員が共通認識を持ち
各自が学校経営上の役
割を自覚して実践に当た
れるようにする。 

Ｂ ・職員一人一人の業績評価に
おいて、学校の重点目標を
踏まえた目標設定を行うこと
ができた。 
・特に研究面においては、自
立活動の取組を重点課題と
して職員全員が授業実践の
質的向上に力を注ぎ、学校
全体の指導力向上を果たす
ことができた。 

地域への理
解啓発 

頼りにされる学校
づくり 

・学校公開週間や学
校行事、ホームペ
ージ等を通して、本
校の教育活動につ
いての理解啓発を
図る。 

・学校公開週間を今年度
は２回実施し、より多くの
方々に本校を知ってい
ただけるようにする。 
・療育センターと連携を図
り、お互いの行事がより
安全に実施でき、充実す
るよう、協力関係を深め
る。 

Ｂ ・学校公開週間を今年度は２
回実施し、６月に４３人、１１
月に２５人の参加があった。
教育・福祉・地域と幅広い参
加があるため、今後も丁寧
に継続し、本校への理解を
広めたい。 
・療育センターと合同で実施
する行事は、協力体制に関
する協議を行ったことで、毎
回互いに協力して実施する
ことができた。 

地域に愛される
学校づくり 

・地域ボランティアグ
ループ等との連携
を図る。 

 
・近隣幼稚園､学校、
企業や児童生徒の
居住地校との相互
理解を図る。 

・定期的に本の読み聞か
せや演奏会を実施する。 
・行事等への参加や協力
の呼びかけを行う。 
・事前打ち合わせを十分
に行い、子どもたちが関
わり合うことができる活動
内容を設定する。 

Ａ ・月に１回の本の読み聞かせ
と学期に１回の演奏会を実
施することができた。 
・幼稚部を中心に、地域の人
材を活用した活動に取り組
むことができた。 
・地域人材の更なる活用を図
る。 
・事前打ち合わせを行い、子
どもの実態に応じた活動内
容を設定し実施することがで
きた。また、ビデオレター等
による間接交流も実施するこ
とができた。 

授業の 
充実 

教育課程 教育課程・教育内
容の適正化 

・子どもの実態を的
確に把握し、それ
に基づいた教育課
程の編成や教育内
容の充実を図る。 

・保護者との面談や療育
センターとのケース会議
訓練見学等を通して的
確な実態把握を行う。 
・実態に応じた指導目標、
年間指導計画を設定し、
授業を実践する。 
・教育課程・教育内容の見

Ｂ ・保護者との面談を適宜実施
できた。センターとのケース
会議では、医師等も含めた
ケース会議も必要に応じて
実施することができた。 
・子どもの実態把握に基づき
個別の指導計画を作成し、
授業実践に生かすことがで



直しを各学部で定期的
に行い、教育課程検討
委員会で学校全体の動
きや系統性について検
討を行う。 

きた。 
・教育課程検討委員会を開催
し、系統性のとれた教育課
程を考えることができた。 
・新学習指導要領実施に向け
た課題等を整理し、学校全
体で取り組んでいく。 

実践研究 実践研究の推進 ・自立活動の指導に
おける目標及び具
体的な指導内容の
設定のプロセスを
学校全体で理解し
それをもとにした実
践をまとめる。 

・参加型研修を実施する。 
・各研修会でのアンケート
結果をフィードバックし、
その方法等を改善するよ
うにする。 
・実践のまとめを作成する 

Ａ ・グループ研修や講師招聘
研修、全職員１人１事例をま
とめることを通して、自立活
動の指導における目標設定
等のプロセスについて理解
が深まった。今後、次年度に
向けて、目標等の見直しや
再検討を行っていく。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

将来を見据
えた取組 

キャリア教育の視
点に立った授業
の実践と改善 

・「身につけたい力
一覧表」の利用を
促進し、進路に関
する意識の向上を
図る。 

・年度当初に「身につけた
い力一覧表」の使い方に
ついて共通理解を図ると
ともに、具体的な利用例
のアンケートを実施し、
利用実践集を作成する。 

Ｂ ・１学期に「身につけたい力
一覧表」の使い方と、昨年度
分の利用実践集を配付し共
通理解を図ることができた。
今後は、本年度の利用アン
ケートを採り、昨年度と合わ
せた利用実践集を作成する
予定である。 

進路情報・
研修 

進路情報の収集
と発信の推進 

・進路情報に関する
ニーズをもとに保護
者等に発信し、進
路に関する興味関
心の向上を図る 

・年間に１回「進路便り」を
発行し、ホームページに
掲載する。 
・保護者等のニーズをア
ンケートによって収集し、
ニーズに即した保護者
参加の研修を年間に１回
実施する。 

Ｂ ・「進路便り」は県内支援学校
高等部進路状況についての
情報を発信し、ホームペー
ジに掲載することができた。
研修については、保護者ア
ンケートを実施し、ニーズに
即したＰＴＡ研修を、２月に
実施する予定である。 

生徒 
(生活) 
指導 

安全で安心
な教育環境 

危機管理対策の
充実 

・危機管理マニュア
ルを基本にしなが
ら、その場の状況に
応じて臨機応変に
対応できるようにす
る。 
・学校の防災年間計
画を作成する。 

・緊急対応訓練や避難訓
練を適宜設け、反省事項
を検討し職員と共通理解
を図って次回に活かす。 
・担任や教科担当と協力
しながら年間計画を作成
し幼児児童生徒の防災
意識を喚起する。 

Ｂ ・地震・火災の避難訓練や救
急法の講習会、緊急搬送訓
練を実施することができた。
行方不明時の捜索訓練では
改善点を出し合い、職員で
共通理解を図って、マニュア
ルを見直すことができた。 
・防災年間計画を作成し、各
教科で取り組んだ。来年度
は、各教科のつながりや全
体で取り組む活動などを検
討していきたい。 

環境整備 校舎内外の安全
管理及び環境整
備 

・衛生的で安全な学
習環境や、四季の
花々のある環境づ
くりに努める。 

・定期的に特別教室の掃
除と職員作業の時間を
設ける。毎月１日に安全
点検を実施すると共に、
その月の重点事項を職
員間で再確認する。また
日頃から各クラスを中心
に協力して環境美化に
努めるようにする。 

Ｂ ・事務部や全職員の協力で
校舎内外の片付けや、美化
に努めることができた。 
・安全点検後、危険・修繕箇
所があった場合は、事務部
に速やかに対応を行い、改
善することができた。 
・花壇の整備も計画通りに実
施することができた。 

人権 
教育の 
推進 

人権に関す
る実践と研
修等 

人権尊重の視点
に立った授業実
践力の向上 

・人権尊重や命を大
切にする心を育む
教育の視点に立ち
幼児児童生徒一人
一人を大切にした
授業実践力の向上
を図る。 

・学部、クラス、グループ
などを単位として、人権
学習に関する授業に全
教員が取り組む期間を設
定する。 
・｢水俣病をめぐる人権｣に
関する授業や人権教室

Ｂ ・全ての幼児児童生徒を対象
に人権学習に関する授業や
松東人権フェスタ(人権教室)
を実施することができた。特
に一般学級では、クラス毎に
「北朝鮮による拉致被害者
の人権」等テーマを決めて



などにより、幼児児童生
徒が正しい知識と判断力
を身に付ける機会を設け
る。 

学習し、その学習を通して人
権尊重の精神を身に付ける
ことができた。人権学習の授
業づくりについては、職員が
研修を深める機会を更に設
けていきたい。 

職員研修の充実 ・職員の人権意識の
高揚を図る。 

・人権教育に関する校外
での研修会に非常勤職
員を除く全ての職員が１
回以上は参加する。 
・自身の人権教育の実践
や日頃の幼児児童生徒
との関わり方を振り返る
人権レポートを全職員が
作成し、グループ協議に
おいて意見交換を行う。 
・人権教育に関する校長
講話や水俣現地学習な
どの研修会を実施する。 

Ｂ ・人権教育に関する校長講話
や人権レポートによるグルー
プ協議、水俣現地研修等、
職員研修を計画通りに実施
することができた。特に人権
レポートに関しては、幼児児
童生徒への関わり方につい
て、自己の振り返りの機会を
持つことができた。更に職員
の人権意識の高揚を図るた
めに、職員の心に響く研修
内容や方法を工夫していき
たい。 

「命を大切
にする心」
を育む教育 

豊かな感性を育
む教育活動の実
践 

・幼児児童生徒の豊
かな感性の育成を
図る。 

・「こばとの丘」の取組や挨
拶運動などを通して、思
いやりや感謝の気持ち
の高揚を図る。 
・「心のきずなを深める月
間」の取組として一般学
級の児童生徒が標語・メ
ッセージ作りや作文に取
り組む機会を設定する。 

Ａ ・「こばとの丘」の取組や「心
のきずなを深める月間」の取
組を通して、思いやりのある
声掛けをし合うようになる等
の幼児児童生徒の変容が見
られた。特に「こばとの丘」の
取組では、執行委員会の児
童生徒が全校集会で参加の
声掛けを行うことで、幼児児
童生徒が主体的に取り組む
雰囲気づくりができた。 

いじめ
の防止
等 

いじめの未
然防止及び
早期発見 

執行委員会の活
性化 

・幼児児童生徒が自
分のことや友達のこ
とを知り、自分から
言葉や行動、表情
等で思いを伝え合
う関係づくりを図る。 

・執行委員会が中心となっ
て、全校集会(月１回)、あ
いさつ運動(年２回)、牛
乳パックの回収(年２回)、
「こばとの丘」の取組等を
告知から準備そして実際
の活動に、全校幼児児
童生徒で取り組めるよう
にする。 

Ｂ ・執行委員が係を分担し、自
分たちで全校集会や「こばと
の丘」の取組の準備、発表、
お知らせ等を行うことができ
た。あいさつ運動（２回）は全
員で、牛乳パック回収（１回）
は分担して取り組むことがで
きた。今後は更に執行委員
の教育的ニーズに応じた活
動内容となるよう、検討を重
ねたい。 

学校と家庭及び
療育センターとの
連携 

・よりよい人間関係や
心のケアにつなが
るよう、家庭や療育
センターとの連携を
図る。 

・家庭とは連絡帳や学級
懇談会、療育センターと
はケース会議や回診等
を通して情報交換を行い
連携を図り、幼児児童生
徒の実態把握に努める。 
・人権に関わる問題があ
った場合、療育センター
や家庭と連絡を取り合い
早急に情報を共有する。 

Ｂ ・毎月の入退院連絡会や回
診、学校・療育センター行事
やケース会議を通して情報
交換ができ、幼児児童生徒
の実態把握と学校、家庭、
療育センターとの連携を図
ることができた。事後対応に
ならないよう、更に連携を密
にしていき、早期対応が取
れるよう努めたい 

いじめの防止と子
どもたちのよりよ
い関係づくり 

・いじめ防止、早期
発見を図る。 

・学校いじめ防止対策委
員会を年３回実施する。
そのうち１回は、いじめ防
止に関する職員研修を
実施する。 
・幼児児童生徒の様子に
ついて、職員朝会や学
部会、アンケート等で共

Ｂ ・学校いじめ防止対策委員会
を中心に、幼児児童生徒の
心のケアやいじめ防止に対
する職員の意識を高めること
ができた。幼児児童生徒の
心身の状態を確認し、共通
理解する場や時間を確保す
ることができた。校内だけで



通理解し、いじめの芽を
発見できるようにする。ま
た、保健室等の相談窓
口の充実を図る。 

なく、療育センターでの様子
も共通理解できるよう、連携
を密にし、情報共有を深め
ていきたい。 

地域 
支援 

センター的
役割の推進 

教育相談等への
対応及び高校に
おける通級による
指導の実施に向
けた取組 

・上益城地域の学校
からの相談に対し
て、丁寧で適切な
対応を行う。 
・高校における通級
による指導の導入
に向けて、当該高
校や特別支援教育
課と密に連携を図り
ながら推進する。 

・相談に対して、実態や状
況等を的確に把握し相
談に応じる。 

 
・推進していく上での課題
や方策等を関係者と共
有し、連携した取組を行
う。 

Ａ ・多人数の相談については、
２人体制での巡回を行った。
保護者からの相談について
も、学校や福祉機関との連
携を図りながら対応した。 
・先進校や他の２校の情報や
特別支援教育課からの指導
を受けながら取り組んだ。次
年度実施に向けての準備が
整いつつある。 

地域 
連携 
(コミュ
ニティ･
スクー
ルなど) 

防災型コミ
ュニティ・ス
クールの立
ち上げ 

三校連携による
防災体制づくり 

・松橋高等学校、松
橋西支援学校ととも
に、三校連携による
松橋地区の防災体
制の基礎を築く。 

・三校合同の学校運営協
議会を年２回実施し、松
橋地区の防災に関する
現状や課題等を確認し
ながら三校が果たすべき
役割を確認し整理する。 

Ｂ ・予定通りに、三校合同の学
校運営協議会を年２回実施
することができた。 
・松橋高等学校、松橋西支援
学校と協力して、発災時の
連絡体制を確認したり、防災
マニュアルの統合版を作成
したりすることができた。 
・今後は細かい部分を宇城市
や２校と連携しながら進めて
いきたい。 

「希望の里」にお
ける防災体制づく
り 

・近隣関係機関や地
域住民と新たに防
災を視点とした密接
な関係を築き｢希望
の里｣における防災
体制を立ち上げる。 

・「希望の里」における学
校運営協議会を年２回実
施し、防災マニュアルの
作成や合同での防災訓
練の実施等を通して、地
域の期待に応える防災
体制づくりを進めていく。 

Ａ ・予定通りに、「希望の里」学
校運営協議会を年２回実施
することができた。 
・防災マニュアルを作成し、
希望の里３施設と災害時の
協力・連絡体制や希望の里
災害対策本部の設置等の共
通理解を図ることができた。 
・今後は防災コミュニティ施設
や防災広場の完成を視野に
入れながら、希望の里他施
設との連携を図り、防災マニ
ュアルの充実を図っていき
たい。 

 

４ 学校関係者評価 

・職員は目標意識が高く、幼児児童生徒一人一人に対してきめ細かな配慮ができていると感じる。 
・学校公開週間等の対外的な取組や地域との関わりについては、本校の保護者への周知を図り、学校全体の取組について
理解を深めていただく必要がある。 

 

５ 総合評価 
・今年度の研究テーマとして設定した「自立活動の指導における適切な目標及び具体的な指導内容の設定をめざして」は
全職員の共通した課題となり、学校全体の授業力向上につながった。また、「教育くまもと」への掲載や県教育委員会
による学校訪問等を通して、本校の強みとしてアピールすることができたと考える。 

・その他の校内での実践についても、これまでの取組に工夫改善を加えながら充実を図ってきたところだが、今年度は対
外的な取組として新たに、防災型ＣＳの立ち上げと、高等学校における通級による指導の実施に向けた準備に取り組
んだ。いずれも、特別支援学校のこれまでの実践には収まらない、新たなニーズに応じた役割である。 

・学校としての第一義である授業づくりをその時々に応じたテーマを設けて研ぎ澄ませること、時代の流れに応じて新
たなニーズに鋭意対応すること、その両立を図りながら、今後も本校に課せられた役割を果たせるよう努めたい。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

・研究テーマについては引き続き取り組み、本校の強みとして更なる充実を図る。 
・人材活用など、地域の教育力を一層活かした実践を展開する。 
・防災型ＣＳの取組では、特に防災教育のあり方について検討し、幼児児童生徒の防災意識の高揚を図る。 

 


